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低価格パルス フーリエ

核磁気共鳴装置を発売

jl_､土類旦作J叶ではニグ)はど,イJ▲愕化ノエアニ,

イJ油化±'r:,柴二､才:,(卜化乍などの分町で,

化′'/二物門のItiJlこや分J′一肌j左ク)り七1上グ)た

めに非ノ.1=ニイj‾効な分析装乙とてことして,†Jこ

老化〔1川Jの口_､∵R--26形パルス フーリ

エ佗磁1(北i氾巷妄こ;▲■トをきわめて帆†捌こ汚で

発ノこLた(図1).〕

･蝦に柁磁1く共鳴装遊ば,二i_三として

水素牧+'一について捌与こLているが,メJこ

素J上j(J′一(1:うC)の測1ょができると‾有慌物

宮子の肌j左がより詳Lくf判畔できること

が判叫しているr)しかL従メ三の州う立

ノJ‾法でプJと素悦-rを州1j三したのでは,感

性がノ怒くTノミ川にならないためi■.ナ古感性グ)

柁磁1t共1tちさ巷さ‾F妄′l-:の=り発が強〈望まれて

いた｡

今い‖利権Lた【-i立R-26什対立磁‾;も共咄

装‾i尉ま,↓i上げトにlナ石岡?岐パルスをくりj返

しメモ祁寸し､その誘一;引去=iリ･を仲.l-11Iノてコ

アメモリに縦壬い】り壬J化Lたものを,

フー1-■jユノ変推さして;言己錨i汁にけiプJするも

〝)で,従米法に比べて1けた以+二の高

感性が和られる｡

またヰこ装朽は,′.‾にソJ消す】～の少ない永

久磁才了を才采jijし,人工-j壬:,イ肝1先巾､化!了:

工某などの日ノ～;‡一分附に仲川することを

Hr】(Jとして三拝に操作の筒中な構造とな

っている｡

なお､フrりェ変換とは,庫柁軸の

て変授に悼われる計許ぎ去の一一仲で,本装

置の場fナは,測完三仁i号の叫It耶1勺変化を

測定L,周波数を横軸とLた†㌶号強僅

を計算するのに他用Lている｡

l.おもな特長

(1)パルス フーリエ法の採用で岳悠
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一正‾ノJi盲Ii弓吾が少なく,-し1川三能な永久

スペクトル読収りが?羊妨な校止チ

ト

きわめて簡単な拭作

1千ブナ円山‾Fの化も仙1溝

おもな仕様

(1)測定柁純 13c(ぢ之素核)

(2)周波数 10MHz

(3)分解能 2Hz

(4)ナ感性(S/N) 40以_ト

エネルギー分散形X線装置を

電子顕微鏡に組み合わせた

新しいミクロ分析手法を開発

近r【二とみに環描f/Jリさ公二iiこ問題に対す

る.主どぶkが高まり,各ノ八軒二おし､て仲々

の汚りと公1i三防+し二束十策かJ饉められている

が,l】1工?皇望作巾ではこのほど,HU--12

A形1塩j-一抑徽綻にエネ′しキー分散形Ⅹ

搬分析与妄‾iこI二三を組､ちでナせる二.とにより､

†心勺のどこに,ビグ)ような形で,そL

てどのくノ)いの量の_中食桟化†トキ勿が苔

柿されているかを速くj上碓に某=ること

ができる干法をト洞発した‖ その時り≡り1は

HU--12A形`一に十顕微税にH S E-2形1巨

ナた主蹟微システムとエネルギー分散形Ⅹ

鵜と分析装荷を組Lみでナわせ,数十キロボ

ルトにノ州越した1一にJ′一紙を.式料に月舶寸す

ることによI),その試料から肋起きれ

る‾ノ亡素にごけイナなⅩ純を検州Lて元素分

析を行なう ものである｡.

1.おもな特長

(1),丁-い､l検出r感性があり,少ない1に一子

ピーーム(101`二'～10‾‾12A)で分析できる

ため,.試料の拭似が少なく,しかも椀

微小糀の分析ができる｡.

(2)分析九素は11Naへ92uの樅凹で,

マルチチャンネルアナライザをJ一口い,

:竺二;書
【1‾l

図l 日立R-26形核石衣気共鳴装置

､､藩

芯＼
私ノ1に1も的にⅩ妹のエネルギ【の遠別を行

ち･い,CRT(ブラウン管‾トトに数分で

分析元素の左性,半荘二三i‾とスペクトルを

表示できる｡

(3)点分析.細分帆 向分析などを行

なうことができ,Lかもq‾､1‡:右7亡去♂‾)二

法こ元的膿性分布を測;E榔;iをきできる｡.

手書き英数字を読み取る

光学文字読取装置を開発

Lf.､土製望作r叶ではこのほど,従水非ノさii一

に凶雉とされていた手=井き一姫致′j■二を.i尤

み似る莫jlj的な光学1丈ノi一:七三別▲丈装こ;一'】:(以

‾卜,OCRと略す)の榊先に,わが凹

で初めて戌Jカlノた｡

日_立では,11J川｢146年､千-.1‡=き数′j-:を

流ふ取るOCRをl;Hヲ己Iノ,H--8959の1摘

.与て.ア.で市敗Lてきた〔､H--8959ほ,千=,【‡

き蕃山二とi言亡ぢ一合わせて16‾文字の.i別立り

が‾叶能で,ニれに対L,今L叫l与i二Jヲ邑した

OCRは数ノ‾‾j･二10‾丈rj′二のほか.炎′j'二26丈

丁,r享亡号10‾丈字,rナわせて46の‾‾｢‾.I;･二き

文ノトを説√ん収ることができる｢)

手=汚き‾丈ごjT二は,‾-l_‡二く八や‾tJ‡二かれると

きの条件により枇稚に変形するため,

Jム範抑の一千‾.】‡二き文キニをL読み11立るOCR

のり三川化はぃi慨トとされていた｢､Ⅰ二に′二は

H-8959グ)技術をJ占砧至に1昨究を1屯メ′1､純

綿の形グ)文ナj二に過何できる新lノいト.1‡二

き文ごi二:のr乙ど;朴手i去をl凋発し,｢Tlミニきシこ

数ノトのi言ノ川丈りを‾吋能にしたものである.=､

二の認.iぎ捉手はは,特殊なマッチングに

よって‾文一],二の一笑f川ソ､什を把=ま川うけるも

ので,行幸川‾tな‾.1吉二きノブ規則を′こ1-:り､比較

F伽‾r三確に‾.1[かれた_丈寸二なJJばリ三川的な

梢性でii尤ふ収りが叶能である｡さらに､

ニク〕.認識手法は手二il_‡‾姓数与二のみなノ〕ず,

一千=rlFきかたかな,千乃きひらがなの.洗
収りにもず羊易に池川できる(〕

図2 日立フォートラン リーダ
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fトンニでは,キIrり】5;H巨したO C Rグ=心

川システムセ Lて､R_､ンエフオーートラン

り-ダをう山気した_.1こシステムは､ナ

.1トきフォートラン
フノログラム(デー一夕

を斤む)を日勤的に.ミー∫しこふ似り､二れに

よりパンチ作業の人帖な㌣rノJ化を=]一能

にし,拉近,1末別になってきた.汁汁椀

へのチータ人ナノ■グ)問題,才､トニキー′＼ン

十ヤーC′)‾ィこ妃に対処!ノよう とするもグゝ)

である､〕

フォートランリー｢ダは,千.】トき典致

Tユニこをパイ己ふ収るOCRlこ†1こ､人=ノJ接続

装iiう＼タイプライタ､カーートせん孔恍､

ディ スプレイ,キーポートよ り1こ-■如丈さ

れている･二･:一′)システムこ士,下,】‡二きフ

ィ一トラン プログラムをJ･Jl亡み11:(り,そ

グ〕ネ.1iリ土をカードおよひ'タイ7■ライ タに

川カナるととい二,占｢汗俄にIF†二柁人力

することもできる､ニ きノブに,フォート

ランリーダは印刷英数`i●ニグ).さ山l‾･(りもー-+

能で,タイ7しライ タに.リ=JされたネL■i-リ･さ

を,付さと,.より■こ:T+也,.湖‡-1i比で.iノこしち耽

れる､ -ノ∴ ‾.l_亨きん▲グ)占Lれち･どにより

‾.…1【こふ似れなかった丈`j'二は,ナイスプレ

イにゴミホされるプうで,二れによって帽

+上することかできる りjもな.11川附､1三J■′l二

3†･′い

なお,ヰニシステムは上る10rj23日か

⊥:っ27日まで如京･北のJL土:lJ≦‾Ⅰ乃トトfニナと

附純で川+かれた｢'73[トンニ托術蛇_Jに山

吐壬きれた(図2).っ

ブレーキ摩耗警報装置が完成,

東洋工業株式会社製

輸出車に装着

近r卜,わが1壬1をはじめ.さ行外【l三lで目刺

巾プ)`左1モ什について什帆′1てJな叶萌盲が行

なわれているか,才､fにスウェーー一千■ンは

1_L川りJ也が多しゝためノ左仝税F糾がきびLく､

終帥♂)咋i[]が法く㌻化されている_.卜1_よ

拙作I叶では､臼ヰニッレーーキ工紫件⊥(会

什と共卜丁川汗究によりプレーーキライニン

グの僅耗を検知Lて･ji放を末〃ミに防ぐ

1古竿紙袋‾こ言与の研究を行なっていたが,ニ

グ)たび完成L,召工洋工業株式台引二かご)

発′′宅されているスウェーデンrFqけルー

チェ,十トベンナ,カヘラ,グランドフ

1,ミリ7,ワイドプレストなどの古事

帥に共石された(図3)L.

1く?竿卓l-i装こF一三はブレーキライニングの

伴耗を佃托｢ける検出‾j'一と,て古宇一汗灯を∴t工

灯させる制御部より低戌され,ブレー

キライニングが朋至さl祉とJ望まで僅耗する

と,ブレーキへクルを上晴むイニぴ■にて石モーて1｢

102

図3 ブレーキ摩寿毛警報装置

付か∴1･灯し逆転ポーに朋ヤ別､1三脚jでこ‡)るこ

とを知ノ〕せる Lク〕であるく.

卜 おもな特長

(1)ニトi射イこを仙川Lているためイ∴如けl三

が】;い､

(2)化j左が的中で,しカ▲も′+､彬で稚り三

にフ､■レーキライニン ブノ川≠士托北況をキ

ャリ子できる_.

(3)ブレーキライニン ノ､-の.一字托に､上る

--一糾i立を+こヌ1ミにl二ん止できる.

伊丹市;役所から航空機

騒音監視システムを受注

Ll､:/二ご皇望作巾がニグ)ほど,仰∴什山手呈巾

か+ごノ′壬i上†J/二越l言+ニ‾ノ)シて子ムご土,川け

山か47チト4=に胞子J■-rノた｢航竹浅巧如一子

仁1二捕ユ=芸言枯月川Jミ+を】▲:ヱ∴ニネ比十る′rニタ‾)に,二1ミ

レ三iに化かけ▼て了虫L■1グりヱ:∴_声lい′十こ｢川を七人し

たもグ)である､

1.おもな特長

(1)耽り:モ仔細糾-1二亡′)レヘ′し′な中′いニノ出り三に

j_む従て'きるFM‾ラフナログテレノー｢タメノ

J=〔を抹川Lた小桁仙ち-.1旛斤り∴ニチ1⊥シュテ

ムである._.

(2)WECPNL川Jtソニ輔隻王ら如】;ニプ)うるき

さの.料地イ巾Jなど航りこモ桂糾貞了1ろこのみ帥紘

占｢,糾叩ナ処押が允り三Iノている.

(3)人1ミ汚斗よギ∴イしエンステムへの比ゴ1主か

考促されている)

不システムは,哨印53f卜をめと‾にき

らに監視網を允′ノミきせる子1Lであるが,

二丁土1巷嘲辺都心おょび旧侍ノL一山:の伯ノL､は

高く,今子麦グ)騒1守監視テレノー一夕巾場

へ大きく七をき響するものと予想きれる.｡

カラー立体画像

ビデオパッケージ装置の開発

日立;立川三J叶では,ききに世界壬1之｢:■占グ)

.言亡細密性を才一1三つ,ナインクル帖糀やl叫

†射'l■捕まのレーザホログラフィ メモリ

托術を】H+発Lてきたが,二の比術をさ

⊥■ノにJ止めカラー_､二仁†本地條を 戸J望ホロ

グラムと Lて.言亡壬ご長再′とする二.とに成Jリノ

IJた､.ニグ)技術によるカラー_立体幽條

ビデオノ､■ソナー｢ジ装置を.試作L,上る

10_ナーj23Uかご〕27F]まで凍二束･科学技術

館でトi馴崖された｢'73L+二)工技祢i媒+で発

表した(図4)｡

ヰこ装i2=三は,レーーサ九†収,カラー立体

L曲j他を.言+鎚Lたホログラムメモリ,ホ

ログラム月即+J+装道+ スクリーンにより

仙成二きれているl.ホログラムメモりは

35mmフイ ルム小にilJご;詫り二空に‾記鎚されて

いるJ

フイ ルムへグ).言+緑の千川貞は以‾卜のと

才;りであるし

(1),子L蝕すべきカラー立体條を,校数

f引立か⊥､J比たカラーー､n如何像に分解L

j舶呈j与うする｡

(2)1校の-､ド巾‥山j像の中から必紫な部

分を畑山L､二れを色成分に分子推した

紹,レーザに.よりdミ,古,赤丸 各独二正

也の3仰の直往21nmの微′トホログラム

とする.′ 二う して,まず1組のカラー

･ドLF如b一條ホログラムを作成する｡

(3)ユ祇に,これを_､工イ本化するためには,

おのおの･ク〕角.比により輿なる･ド山地他

に対Lカラーホログラムを作成L,二

れを恍列Lてホログラム肝をつく る

(1＼1三ぶ二J-1川田内外20什)｡.

二のようにして作戊されたホログラ

ム什l′二を,H弔明装道で3色レーサ光によ

って鞘叫I一,存ホログラムかごJのl-i川1

ほをスクリーン_1二に屯ねて二/j二し亡11す｡

二7ノア､クリ--ンは,特殊な指ドり件を持

二乍犠

ん巌慶㌧臣r

図4 カラー立体画像ビデオパッケージ装置
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/ノた.わ,乙ク†トーンを比る仙二i_i}一によ り

与l与なるj`r+吐かJ二,のl叫像が轄J=り与され､ノユ

の封i果,J上視野かJ〕カラー､工作L屯‖毀か

比JJれる._､

1.本技術および装置の特長

(1)カラl-‾､ンニ仙巾‖甥こをi∴il耗壮に.i山,たで

きる｡

(2)広視三好の山門カラーー､三′ニイ如=了伯三をゴ÷

小できるr-.

(3)コンパ7 卜なカラー1__)二川叫〔!j條夫ホ

洪;_Fl`上:を作成できる｡.

(4)フイルムの走行により,拍単にl叫

條を+如かLたり,七刀り･換えたりできる.二.

2.おもな用途

本技術ならびに装詳呈は,jエー;■テ,=こ仁七,

敦子f,[生用,なr二指竺などを臼的とする終

仲立体‖棚象表ホ装ii∫こなごのf】]遥に応じ

られる｡

またこ杵一水､装‾i;√】二の小形化を.i土成すメし

ば,二立体映ドロ1,立体テレヒ■/'＼＼の†JL川jカi､

脂‖キできる｡

節電形掃除機2機種を発売

日二ご㍗出作所でJ土,てヤ｢f亡源､ノ.七り節群+

が強く安望されているおりか⊥ミフ,l汀け～

一iに力を1ごけても収込力は‾｢か-'ノち■い+

寸心l;刺殺C-V560形.･C一V510什三･′)2他

州を式三成､二のほどヲ己プ己Iノた(図5)_-ノ

†榊jミ慌のロ及込■ノJを卜げるためには,

(1)帳j生l‾‾】や広川部品の効ヰ小j_卜を卜て1る,

(2)如隙慌不休の桜川iを改汚する,(3帖

力のパワ【アップを阿ることなどがキ

えられる｡､

Fl立ではり攻込=Lグ)効ヰ叩り_卜に′･i■′了t__】し.

従水の槻.i主=に比べ暇込1=去年でポJllr?㍍､

深部吸込力は6mmかJ∴プ10Ⅱlmへ.とれ67%

i｢り_r二した蹄Lい[吸込rjを1ヒ成一ノ｡】l.朋r_1

4的二4FJから｢C--V550D形+も･ビ･三二

採用!ノたはか,l‾強プJワイド岨1l_j･ご7‾)子′.

称で岐込口だけ♂〕眼竜もー子J二なってきた(_.

また,この｢強力ワイド岨r+_.は450

W不`.り空の什も盲･rHサ1にプ+グ〕モ【クヒ舶Lみ-｢㌻

わせても､従米の岐込Uと 600W祁トヒ

【タとの組ふrナわせ･7)も･グうに劣ノっユーしl

表I 吸込力比重交表(当社比)

曳

､叫鳴

こ秘儀…′

蜜
‥～警

図5 日二正掃除巧幾C-V560形

‖及二言土ノJがふるく刀で,糾たに450W/■620

Ⅵrc7〕消¥_ぎ～ノ∫にププリJり杓え‾ノノ式を採f口し

｢‾節屯彬+七Lた.｡

油ノ.こ;ミ‾,′衣艇でニ,7)仙J‾盲-ゴは大半450Wを

利11+し,特に汚トセごりしがひどい,糾

l二二1こを.;匙油に什_卜.げたしlろ∴ビ｡.去り強い

lリ主′1_主力を必紫とするゴ‾拉ナナには620Ⅵrが

仙川てきる｢‾肝._に._こて上古十+±したもプ〕で

ある.､

1.おもな特長

(1)｢強プJワイド収し1+で節′.に

.言二､｢1胡‖は表=二示〉寸‾とおりで〔幸一る.J

(2)｢二郎祭亡け∫汁J)日中プ川#(ちり二)蒲とし_巻き置

C-V560形ほ､二け許の｢【二1利一晰■存と

FJ洪;:i≡'亡付きである.1しべ【グ)一切抱え

托作でト‡づまりグ)牧l≠こlて､ある微細雌が

満ち強い雌′i生ブJか｢小江する.〈 C-V510

一作う+ま千ヰかごり軽満としコ′‡｢戸■】:が付いている.二.

(3.)ゴ､ミサレスノブJし′)才末和

人呈一言:7梢婆j‾うこをl収′i主∴でL倉裕プ〕ある

峨妄土‾ノJを†-ゝミら､ま7二ごム寸l;‡てが簡単に

行な∴る-

(4)化二J∴打J

フィ ルタは起工爪の口♂)細かフ;-和フ

ィルタを+‾末H]lJてし､るた･れ10/′以卜

〔r川担代J土こ王･と∴ヒ1掛巾lノ,また,+非1も

は帆袖排1こで仁†=朴プ川二しり七をi-1セカナさせち･

し､･プ‾)できわ･のてf:′.与十′一卜的である:-:

表2 おもなイ土様

i｢_L≡.凸罷力

450小ノ 620＼～切り換え
620＼･V

450W時 62ロW時

ロ丑口の梓頼 強力ワイド吸口 弓主力ワイト■吸口

JD4

】0

7足来の吸口

93.5

6

吸込長峯

(%)
102

深吾郎及込プ〕

(｢…り
9

(5)l■ijlかモー･j也怯イ.

_二･即二消古装け'1二を-_妄設けているため.
逆転二i≦】一汁士牌イヌご｢である｡

(6)付いやすい†il■ノ捌菜折巨

コートり-′しが付いているはか.峨

込■ノJを自l=に湘節できるサクショ ンコ

ントロールが什いており,カーーテンな

どの州肘二地利である.-.また,′来し与の

‾袈な.どの埠り■吏を吹き蛸ばすブロアー･-も

付いており,仙いやri‾さをl｢り卜Lた∫

2.おもな仕様

おもな仕恍は表2にホすとおりてあ

る｡

日立ホットカーラー

3ヰ幾種を発売

日+ェ三生望作所ではこのほど,純卑かつ

賀江‖寺｢制で埜吉態が粧し･少)ると‾女什からな+'･

;拝を得てしlるホットカーーラー一にIIR-145

D,HR--162D,HR-162Sの3椎帥托

7タイプをとりそろえヲ己ブこした(図6)｡

おもな特長

(1)拙いやすいラブヘアコーーーム付

紙自にi謹言汁Lたラブへ7クコームは,

カーラーに巻く過遠:の七束(たば)が収

れる柄･の部分,水を含んだス√ドンシ､郎,

賀壬をすく柄(く し)の払分から柵戌され

ている｡カーラーに巻〈埴二三占二の毛束を

的で枇l),櫛で滋をすく と:勺機きれて

いる水を計んだスポンジに.より.七滋

に油性の湿りが与え⊥ニノれ､カーーールの持

ちがいっそう良くなる1〕

(2)つづしみ形カーラー

外観は,胴がくびれた｢一つづLみ形_+

で,二の｢くびれ+と｢全問′突起+に

より,巻きが巻きやすく,カーー′しがイ碓rlこ

される｡rIR-145Dでは3サイ ス■,

IIR--162D,H R--162Sでは4サイて

かあり,好一みのウエーブが架†Jめる【-ノ

(3)ニュ【タイプ■ホルダl-

ホ′しダーのスり･ソト部に口‾､ンニ独白の

政二汚を加え,_】卜♂)跡をチ謹に残きないト

ップレ′くルグ〕ホルダーーーである亡､また､

掛胤抹作も_卜かノブかぶせるだけでカーーー

l吸込仕一軒峯
風 量 真て空度

l

＼､･､-､項目･;FL+打電力 本体重昂 本体寸ン去

牙キ式＼■＼,＼F(■小
(W) (芦11■111Lll) (k弓) (汀一口l)

〔:-V56口

r

62(〕

95

(6ZOW時')

0.86

l

l
】
1

】

≧675rnn-水柱
弓

5,5

330(幅)

300(良)

334(高)

330(幅=

300(島)

3】2(高)

〔)-V510 l｡5｡
l

l

1()3
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ラーが維り三に止まる‥

(4)2純綿のカーrルク･トノフゝ

もLみあげ一部やえり岨r`粥のカールはへ

7-ドレソシン グに欠く ことのできな

し､アクセントなので,もふあげ部やえ

り址桃川のク■トノブとLて,フラワー

クリ ップと スタンダードクリ -ソプの2

仲川がはいっている｡､

(5)カメ レすンマーーク

カrラ【のあたたま り ぐあいを21三貨

階の色の1変化で匁1↓丁〕せるカノ レすンマ

ーク付で,過i占1王_と仕__l∴がり
く､'あいが一一

目でわかる｡

(6)_二_屯′左仝機椛

iJ.L比を 一1主に保つサーーーモスク･ソトと

‾け 一に帖えてi+■..し性ヒューーズをlノ小鼓L.

一安全登呂音程を‾‾_垂にしたノ女心J_辻.汁である｡

.に源i凋発株J(iさ杜消†1;(発′.一にr叶は,.牡牛の人

ノくブJ･J京J'一力発ノ起巾の開発に什｢て,n‾

郎悩への`lに力供給,特にピーーーク供給力j;よび

瞬時一子他力を碓†㍉ミするために糊党された,拡

大Hりブ675MWの揚水発′1にI叶である.ノ

ヲ己一■‾に`一に動機は単機谷違250MVA,375rpm,

ポンプ水中は有効清三仁500皿,JlりJ230MWと

いづれも｢言上j涜的人一缶+iま二書残であり.また同党`■E

l叶l勺の母線トンネ′レには,275kVア′し三枝OF

ケーブルが祐▼.三笠されている.=.

.に粥川H充棟式台什消煉発`一に巾川｢250MVA/

250MW光一.Lこ'一に軌憶+｢砧i溝i一三｡十ンブ水･1】二税J也

古人妖結氷の解析+Jjよぴ■‾275kV7′レ三被OF

ケーープル+では､み.i洲呂j慌器グ)技術概安をま

とめている_

l■ ■

j止fl∴ 千丁ド㌢寸土術や維i斤のブ己わ主に付し､,過倍

化した郁心交過に丈寸処するため､都心交通概

】辻jにはますます上二体化が安求されている｡三け

に鉄道や地下鉄が幾重にも巾なる場所では,

(7)火傷肪_1L機才港

HR-162D,HR-162SではノJ‖熱棒

が三高州しない｢ホ【ルインタイプ+で,

カMラーを取l)出すとき,すでに抜き

終えて言古出している加熱棒に指が触れ

ても火傷(やけど)をする危険がない｡

またこのカバーは着脱が可能なので,

内部に満としたヘアーピンやごみが簡

単に取りエー1せる｡

(8)錯角度i洞節機能付

HR-162D,HR-162Sでは,う凌が

見やすい角度で臼由にけこまる｢フリ一

ストップミラー万上〔_+を拭Hj Lてし､る｡

すなわち,90僅から女主人120怯までこF三

き場f叶にfナわせて臼11‾lに杓J止.洞節がで

きる〔1

HR-145Dでは,90性,105性,120性

編集後記

J也卜とブラ･ソトホームグJ7･.■㍍1ヒノ■∴か人き くち-る

ため､都心立地川エスカレータは､/㌻や不j･r

ウニグ)むのとなってきた.こ.

本号では,人きな輸j去能力と乗`存サービス

のl｢り_Lをめざし,し､ちたん上【■1i油化が二要求き

れる都lト交通川エスカ レータについて,口_､ソニ

彗･望作巾における技術成り上の･才r～.;を,｢器l川J‾交過

代エスカレーータ柑り三+として6昂iniに駐泉丘Lた｡

関係諸氏に参一考となれば幸いである⊃

の3f貨一切換方式を採用している｡

(9)コ【ム肌 ヘアーブラシ什

HR-162D,HR-162Sには,柿や

ブラシなどの′ト物置に利用できるコー1

ム皿(さら)が付いている｡さらに,また

HR-162Sにはセットに便利な高;扱′＼

アブラシが付いている｡

'＼

図6 日立ホットカーラーHR-162S

■ l

巻畑を細る-ノ末一一〔iらんには､火エiりヾ′'r二教

才実 工半悼十 八卜出滋ノ之介氏より,上七か外

匡l旅行小に体験されたエレベータとエスカレ

ーータに壬つわるエビソーー1ドをまじえつつ､ごけ

斗ミの郡市交通哺エスカレータにⅠ与を卜㌻る氏のご

高妃を｢エスカレ一夕あれ二jL_】･と迦Lて,

ちょ うだいすることができたし′

ご磐汁口中にもかかわらず,本誌♂‾)た〆)に帖

に机を‾ギ(されたこ如■-ノコミに対L,心かJ+■JくJ;

礼小Lあげる次謀ちである｡

■ ■

Ⅳi利】48年度i泣終ぢ一の触媒を終わるにあたり,

終始,説名諸氏から惜別のご愛鵬をいたた‾い

たことに対L,_払L､より感謝の古を去する｡

明けて昭和49年も崇逢多の技術成米が′トみJ†1

きれることを期待するものである｡

末節ながら,新年を迎えるにあたり､.i)■とポ▲

諸兄のごイ娃伐とご充展をお祈りする次節であ

る｡
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